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第 3回専門領域推進部内部障がい領域症例検討会の発表者の公募について（ご案内） 

 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、標記症例検討会を下記日程にて開催させていただく運びとなりました。聴講の申し込みは後日

ご案内させていただきますが、先立ちまして発表者を募集いたします。症例提示という形で発表形式や

内容等詳細は問いません。日頃担当する患者様の介入において全身状態に関して考えた事や相談したい

事、解決へのプロセス、疾患特有の問題、多職種で検討・対応した事等情報共有する機会にしたいと考

えております。 

つきましては、下記要綱に沿って、奮ってご応募くださいますようご案内申し上げます。応募多数の

場合は選考とさせていただきますのでご了承ください。 

謹白 

 

記 

 

１． 日 時：令和 5年 11月 16日（木）  18：30～20：00 

２． 形 式：オンライン開催 （Zoom使用） 

３． 内 容：症例検討 2例予定 

４． 参加費：無料 

５． 履修要件：今回の発表で 1症例あたり、「後期研修 E-3 1コマ」が取得できます。 

６．申込み：下記のメールアドレスに 10月 22日（日）までにお申し込み下さい。 

件名に「第 3回内部障がい領域症例検討会発表者応募」と記載し、①氏名、②所属、③メ

ールアドレス、④症例概要（数行程度）を明記の上、「pt.naibu.yamagata@gmail.com」

へお申し込み下さい。 

７．症例概要の記載例： 

例１）骨折治療中に心不全増悪を認めた症例： 

医師の治療や症状に平行し運動強度を調整、離床をすすめた。退院に際し職種間で情報

共有し、介護保険利用において提案を行った。心不全について留意する事他相談したい。 

例２）脳梗塞治療中で血圧コントロールに難渋していた症例： 

 血圧管理が難しく一般的な中止基準を超える状態だった。介入していくうえで参照すべ

き情報やその活かし方、医師との情報共有等について相談、意見を頂きたい。 

 

 

  

【問い合わせ先】  日本海総合病院  理学療法士 本間 豪 

TEL: 0234-26-2001   FAX: 0234-26-5114 

E-mail: rh-honma@nihonkai-hos.jp 


